
参考資料

目 次

１ 制度提言の提案状況について

２ SDGsの17のゴール一覧

３ 新たな沖縄振興のための制度提言における「Ⅱ 制度提言」と
「持続可能な開発目標（SDGs）」の関係

４ 「SDGsに関する万国津梁会議 最終報告」
SDGs実施方針（案）に基づく優先課題

５ 新たな振興計画（骨子案）施策体系図

・・・・・・・・・・ 245

・・・・・・・・・・ 246

・・・・・・・・・・ 247

・・・・・・・・・・ 258

・・・・・・・・・・ 259





新規 拡充 継続
財政
特例

規制
緩和

要件
緩和

税制
優遇
措置

その他
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１　制度提言の提案状況について

Ⅱ　制度提言

合　計
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２ SDGs の 17 のゴール一覧 

 
【目標 1】貧困をなくそう 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。 

 
【目標 2】飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する。 

 
【目標 3】全ての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する。 

 
【目標 4】質の高い教育をみんなに 

すべての人々への、包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する。 

 
【目標 5】ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う。 

 
【目標 6】安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する。 

 【目標 7】エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保す

る。 

 【目標 8】働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある

人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する。 

 【目標 9】産業と技術革新の基盤をつくろう 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーシ

ョンの推進を図る。 

 
【目標 10】人や国の不平等をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是正する。 

 
【目標 11】住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する。 

 
【目標 12】つくる責任、つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する。 

 
【目標 13】気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。 

 
【目標 14】海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する。 

 【目標 15】陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対

処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する。 

 【目標 16】平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを

提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。 

 
【目標 17】パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する。 

（出典：外務省 HP、持続可能な開発のための 2030 アジェンダ仮訳） 
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離
島

住
民

等
交

通
コス

ト負
担

軽
減

制
度

○
○

○

2-
(6

)-
ア

沖
縄

路
線

航
空

機
に

係
る

航
空

機
燃

料
税

、着
陸

料
及

び
航

行
援

助
施

設
利

用
料

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○
○

2-
(6

)-
ア

揮
発

油
税

及
び

地
方

揮
発

油
税

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○
○

2-
(6

)-
イ

水
道

広
域

化
促

進
支

援
制

度
○

○

2-
(6

)-
ウ

医
療

提
供

体
制

確
保

支
援

制
度

【関
連

】
○

○
○

○
○

2-
(6

)-
ウ

薬
剤

師
確

保
対

策
制

度
【関

連
】

○
○

2-
(6

)-
ウ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

2-
(6

)-
ウ

離
島

等
に

お
け

る
福

祉
サ

ー
ビス

提
供

体
制

の
確

保
支

援
制

度
○

○

2-
(6

)-
エ

離
島

航
路

・航
空

路
の

維
持

確
保

支
援

制
度

○
○

○

2-
(6

)-
エ

シ
ー

ム
レ

ス
な

陸
上

交
通

体
系

の
整

備
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

―
離

島
活

性
化

推
進

制
度

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

(5
) 

安
全

・安
心

・快
適

に
暮

らせ
る

生
活

基
盤

の
充

実
・強

化

(6
) 

離
島

に
お

け
る

安
全

・安
心

の
確

保
と魅

力
あ

る
生

活
環

境
の

創
出
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

2-
(7

)-
イ

都
市

公
園

の
整

備
促

進
【関

連
】

○

2-
(7

)-
イ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

2-
(7

)-
イ

水
道

広
域

化
促

進
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

2-
(7

)-
イ

社
会

基
盤

等
の

防
災

対
策

の
推

進
○

○
○

○

2-
(7

)-
イ

社
会

基
盤

等
の

長
寿

命
化

対
策

○
○

○
○

2-
(7

)-
イ

農
山

漁
村

地
域

振
興

制
度

【関
連

】
○

○
○

○

2-
(7

)-
イ

亜
熱

帯
地

域
に

お
け

る
建

設
技

術
の

研
究

開
発

の
促

進
【関

連
】

○
○

○
○

2-
(7

)-
ウ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

2-
(8

)-
ア

米
軍

活
動

に
起

因
す

る
環

境
問

題
へ

の
対

応
○

○

2-
(8

)-
イ

残
され

た
戦

後
処

理
問

題
の

解
決

の
推

進
○

○
○

2-
(8

)-
イ

跡
地

利
用

推
進

法
の

延
長

及
び

改
正

【関
連

】
○

○
○

○
○

○

将
来

像
３

 希
望

と活
力

に
あ

ふ
れ

る
豊

か
な

島

3-
(1

)-
ア

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(1

)-
ア

産
業

基
盤

の
高

度
化

・効
率

化
に

よ
る

「稼
ぐ力

」の
向

上
支

援
制

度
○

○

3-
(1

)-
ア

生
産

性
向

上
促

進
制

度
【関

連
】

○

3-
(1

)-
ア

情
報

通
信

産
業

振
興

地
域

・特
別

地
区

【関
連

】
○

○
○

3-
(1

)-
イ

産
業

基
盤

の
高

度
化

・効
率

化
に

よ
る

「稼
ぐ力

」の
向

上
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(1

)-
イ

生
産

性
向

上
促

進
制

度
○

(8
) 

米
軍

基
地

か
ら派

生
す

る
諸

問
題

及
び

戦
後

処
理

問
題

の
解

決

(1
) 

県
民

所
得

の
着

実
な

向
上

に
つ

な
が

る
企

業
の

「稼
ぐ力

」の
強

化

(7
) 

あ
らゆ

る
リス

クに
対

応
す

る
安

全
・安

心
な

島
づ

くり
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

3-
(2

)-
ア

観
光

受
入

体
制

強
化

支
援

制
度

○
○

3-
(2

)-
ウ

首
里

城
復

興
推

進
制

度
【関

連
】

○

3-
(2

)-
ウ

沖
縄

らし
い

景
観

形
成

支
援

制
度

【関
連

】
○

○
○

○
○

○

3-
(2

)-
ウ

質
の

高
い

観
光

地
形

成
の

た
め

の
支

援
制

度
○

○
○

○
○

3-
(2

)-
ウ

沖
縄

路
線

航
空

機
に

係
る

航
空

機
燃

料
税

、着
陸

料
及

び
航

行
援

助
施

設
利

用
料

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○
○

3-
(2

)-
ウ

外
国

人
材

の
活

躍
促

進
と受

入
環

境
の

整
備

【関
連

】
○

○
○

○

3-
(2

)-
オ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(2

)-
キ

「ス
ポ

ー
ツア

イラ
ンド

沖
縄

」の
形

成
に

向
け

た
支

援
制

度
○

○
○

○
○

○

―
沖

縄
路

線
航

空
機

に
係

る
航

空
機

燃
料

税
、着

陸
料

及
び

航
行

援
助

施
設

利
用

料
の

軽
減

措
置

○
○

3-
(3

)-
ア

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(3

)-
ア

産
業

基
盤

の
高

度
化

・効
率

化
に

よ
る

「稼
ぐ力

」の
向

上
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(3

)-
ア

情
報

通
信

産
業

振
興

地
域

・特
別

地
区

【関
連

】
○

○
○

3-
(3

)-
イ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(3

)-
イ

情
報

通
信

産
業

振
興

地
域

・特
別

地
区

○
○

○

3-
(3

)-
ウ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(3

)-
ウ

産
業

基
盤

の
高

度
化

・効
率

化
に

よ
る

「稼
ぐ力

」の
向

上
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(4

)-
ア

国
際

物
流

ネ
ット

ワ
ー

ク強
化

支
援

制
度

○
○

○
○

○
○

3-
(4

)-
イ

沖
縄

路
線

航
空

機
に

係
る

航
空

機
燃

料
税

、着
陸

料
及

び
航

行
援

助
施

設
利

用
料

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○
○

(2
) 

世
界

か
ら選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

と沖
縄

観
光

の
変

革

(3
) 

リゾ
テ

ック
お

き
な

わ
の

推
進

に
よ

る
情

報
通

信
関

連
産

業
の

高
度

化
・高

付
加

価
値

化

(4
) 

ア
ジ

ア
の

ダイ
ナ

ミズ
ム

を
取

り込
む

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と臨

空
・臨

港
型

産
業

の
集

積
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

3-
(4

)-
イ

国
際

物
流

拠
点

産
業

集
積

地
域

制
度

○
○

○

3-
(5

)-
ア

沖
縄

イノ
ベ

ー
シ

ョン
特

別
地

区
○

○

3-
(5

)-
ア

科
学

技
術

振
興

制
度

○

3-
(5

)-
ア

健
康

・医
療

・バ
イオ

産
業

拠
点

形
成

の
促

進
【関

連
】

○
○

○
○

3-
(5

)-
イ

科
学

技
術

振
興

制
度

【関
連

】
○

3-
(5

)-
イ

健
康

・医
療

・バ
イオ

産
業

拠
点

形
成

の
促

進
【関

連
】

○
○

○
○

3-
(5

)-
ウ

健
康

・医
療

・バ
イオ

産
業

拠
点

形
成

の
促

進
○

○
○

○

3-
(6

)-
ア

沖
縄

イノ
ベ

ー
シ

ョン
特

別
地

区
【関

連
】

○
○

3-
(6

)-
ア

健
康

・医
療

・バ
イオ

産
業

拠
点

形
成

の
促

進
【関

連
】

○
○

○
○

3-
(6

)-
エ

経
済

金
融

活
性

化
特

別
地

区
○

3-
(7

)-
ア

島
しょ

県
に

お
け

る
産

業
動

物
獣

医
療

提
供

体
制

整
備

○
○

○
○

3-
(7

)-
ア

農
林

水
産

業
の

担
い

手
の

育
成

・確
保

と収
益

力
の

強
化

支
援

制
度

【関
連

】
○

○
○

○

3-
(7

)-
イ

特
殊

病
害

虫
対

策
制

度
○

3-
(7

)-
ウ

農
林

水
産

物
条

件
不

利
性

解
消

制
度

○
○

3-
(7

)-
ウ

沖
縄

製
糖

業
の

経
営

基
盤

強
化

・高
度

化
推

進
制

度
○

○

3-
(7

)-
エ

島
しょ

県
に

お
け

る
産

業
動

物
獣

医
療

提
供

体
制

整
備

【関
連

】
○

○
○

○

3-
(7

)-
エ

農
林

水
産

業
の

担
い

手
の

育
成

・確
保

と収
益

力
の

強
化

支
援

制
度

○
○

○
○

3-
(7

)-
エ

外
国

人
材

の
活

躍
促

進
と受

入
環

境
の

整
備

【関
連

】
○

○
○

○

(5
) 

科
学

技
術

イノ
ベ

ー
シ

ョン
の

創
出

と次
世

代
を

担
う持

続
可

能
な

産
業

振
興

(6
) 

沖
縄

の
優

位
性

や
潜

在
力

を
生

か
した

新
た

な
産

業
の

創
出

(7
) 

亜
熱

帯
・海

洋
性

気
候

を
生

か
した

持
続

可
能

な
農

林
水

産
業

の
振

興
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

3-
(7

)-
オ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(7

)-
カ

漁
港

の
衛

生
管

理
体

制
の

強
化

○

3-
(7

)-
キ

赤
土

等
流

出
防

止
対

策
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

3-
(7

)-
キ

農
山

漁
村

地
域

振
興

制
度

○
○

○
○

3-
(8

)-
ア

も
の

づ
くり

産
業

振
興

制
度

○
○

3-
(8

)-
ア

沖
縄

県
産

酒
類

に
対

す
る

酒
税

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○

3-
(8

)-
イ

も
の

づ
くり

産
業

振
興

制
度

【関
連

】
○

○

3-
(8

)-
イ

沖
縄

県
産

酒
類

に
対

す
る

酒
税

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○

3-
(8

)-
ウ

亜
熱

帯
地

域
に

お
け

る
建

設
技

術
の

研
究

開
発

の
促

進
○

○
○

○

3-
(9

)-
ア

離
島

活
性

化
推

進
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

3-
(9

)-
ア

島
しょ

県
に

お
け

る
産

業
動

物
獣

医
療

提
供

体
制

整
備

【関
連

】
○

○
○

○

3-
(9

)-
ア

農
林

水
産

物
条

件
不

利
性

解
消

制
度

【関
連

】
○

○

3-
(9

)-
ア

沖
縄

製
糖

業
の

経
営

基
盤

強
化

・高
度

化
推

進
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(9

)-
ア

農
林

水
産

業
の

担
い

手
の

育
成

・確
保

と収
益

力
の

強
化

支
援

制
度

【関
連

】
○

○
○

○

3-
(9

)-
ア

農
山

漁
村

地
域

振
興

制
度

【関
連

】
○

○
○

○

3-
(9

)-
イ

離
島

活
性

化
推

進
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

3-
(9

)-
イ

沖
縄

県
産

酒
類

に
対

す
る

酒
税

の
軽

減
措

置
【関

連
】

○

3-
(9

)-
ウ

離
島

活
性

化
推

進
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

3-
(9

)-
ウ

離
島

の
旅

館
業

に
係

る
特

例
措

置
の

拡
充

【関
連

】
○

○

(8
) 

地
域

を
支

え
る

第
二

次
産

業
と県

産
品

の
振

興

(9
) 

島
々

の
資

源
・魅

力
を

生
か

し、
潜

在
力

を
引

き
出

す
産

業
振

興
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

3-
(1

0)
-ア

外
国

人
材

の
活

躍
促

進
と受

入
環

境
の

整
備

○
○

○
○

3-
(1

0)
-イ

黄
金

っ子
（

くが
に

っこ
）

応
援

特
別

制
度

【関
連

】
○

○

3-
(1

0)
-イ

特
定

求
職

者
雇

用
開

発
助

成
金

に
お

け
る

「沖
縄

若
年

者
正

規
雇

用
促

進
コー

ス
（

仮
称

）
」の

創
設

○
○

3-
(1

1)
-ア

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

3-
(1

1)
-ウ

国
際

物
流

ネ
ット

ワ
ー

ク強
化

支
援

制
度

【関
連

】
○

○
○

○
○

○

3-
(1

1)
-ウ

港
湾

の
拠

点
機

能
及

び
ネ

ット
ワ

ー
クの

強
化

拡
充

支
援

制
度

○
○

3-
(1

1)
-エ

沖
縄

鉄
軌

道
の

整
備

○
○

○
○

3-
(1

1)
-エ

シ
ー

ム
レ

ス
な

陸
上

交
通

体
系

の
整

備
支

援
制

度
○

○
○

○

将
来

像
４

 世
界

に
開

か
れ

た
交

流
と共

生
の

島

4-
(2

)-
ア

国
際

性
に

富
む

人
材

育
成

（
留

学
）

制
度

【関
連

】
○

4-
(2

)-
ウ

「ス
ポ

ー
ツア

イラ
ンド

沖
縄

」の
形

成
に

向
け

た
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

4-
(3

)-
ア

グ
ロー

バ
ル

グ
リー

ンア
イラ

ンド
サ

ミッ
ト（

Ｇ
Ｇ

Ｉ
Ｓ

）
推

進
制

度
○

4-
(4

)-
ア

離
島

の
旅

館
業

に
係

る
特

例
措

置
の

拡
充

○
○

4-
(4

)-
イ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

将
来

像
５

 多
様

な
能

力
を

発
揮

し、
未

来
を

拓
く島

5-
(2

)-
ア

学
校

教
育

の
充

実
及

び
安

全
・安

心
な

学
校

づ
くり

の
た

め
の

総
合

支
援

制
度

○

5-
(2

)-
ア

離
島

の
教

育
環

境
向

上
支

援
制

度
【関

連
】

○

(2
) 

沖
縄

を
結

び
目

とす
る

グ
ロー

バ
ル

な
交

流
ネ

ット
ワ

ー
クの

形
成

(3
) 

世
界

の
島

しょ
地

域
等

との
国

際
協

力
活

動
と国

際
的

課
題

へ
の

貢
献

(4
) 

離
島

を
核

とす
る

交
流

の
活

性
化

と定
住

・関
係

人
口

の
創

出

(2
) 

「生
き

る
力

」を
育

む
学

校
教

育
の

充
実

(1
1)

 自
立

型
経

済
の

構
築

に
向

け
た

社
会

基
盤

の
高

度
化

とネ
ット

ワ
ー

クの
形

成

(1
0)

 誰
も

が
安

心
して

働
け

る
環

境
づ

くり
と多

様
な

人
材

の
活

躍
促

進
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

5-
(2

)-
イ

学
校

教
育

の
充

実
及

び
安

全
・安

心
な

学
校

づ
くり

の
た

め
の

総
合

支
援

制
度

【関
連

】
○

5-
(2

)-
ウ

「ス
ポ

ー
ツア

イラ
ンド

沖
縄

」の
形

成
に

向
け

た
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

5-
(2

)-
エ

学
校

教
育

の
充

実
及

び
安

全
・安

心
な

学
校

づ
くり

の
た

め
の

総
合

支
援

制
度

【関
連

】
○

5-
(2

)-
オ

学
校

教
育

の
充

実
及

び
安

全
・安

心
な

学
校

づ
くり

の
た

め
の

総
合

支
援

制
度

【関
連

】
○

5-
(2

)-
オ

デ
ジ

タル
トラ

ンス
フォ

ー
メー

シ
ョン

（
Ｄ

Ｘ
）

に
よ

る
新

た
な

学
習

環
境

構
築

に
係

る
支

援
制

度
○

5-
(3

)-
ア

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

5-
(3

)-
ア

国
際

性
に

富
む

人
材

育
成

（
留

学
）

制
度

○

5-
(3

)-
ウ

産
業

基
盤

の
高

度
化

・効
率

化
に

よ
る

「稼
ぐ力

」の
向

上
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

5-
(3

)-
ウ

健
康

・医
療

・バ
イオ

産
業

拠
点

形
成

の
促

進
【関

連
】

○
○

○
○

5-
(3

)-
ウ

亜
熱

帯
地

域
に

お
け

る
建

設
技

術
の

研
究

開
発

の
促

進
【関

連
】

○
○

○
○

5-
(3

)-
エ

薬
剤

師
確

保
対

策
制

度
【関

連
】

○
○

5-
(3

)-
エ

離
島

等
に

お
け

る
福

祉
サ

ー
ビス

提
供

体
制

の
確

保
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

5-
(4

)-
イ

「ス
ポ

ー
ツア

イラ
ンド

沖
縄

」の
形

成
に

向
け

た
支

援
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

5-
(5

)-
ア

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

5-
(5

)-
ア

離
島

活
性

化
推

進
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5-
(5

)-
ア

離
島

の
教

育
環

境
向

上
支

援
制

度
○

5-
(5

)-
イ

情
報

通
信

基
盤

強
靱

化
関

連
制

度
【関

連
】

○
○

5-
(5

)-
イ

離
島

活
性

化
推

進
制

度
【関

連
】

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

(5
) 

離
島

地
域

の
教

育
環

境
の

充
実

とコ
ミュ

ニテ
ィを

支
え

る
多

様
な

人
材

の
育

成
・確

保

(3
) 

「働
く力

」を
引

き
出

し、
伸

ば
す

人
材

育
成

の
推

進

(4
) 

生
涯

を
通

じて
の

学
び

と生
き

が
い

を
支

え
る

環
境

づ
くり
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３
　新

た
な

沖
縄

振
興

の
た

め
の

制
度

提
言

に
お

け
る

「Ⅱ
　制

度
提

言
」と

「持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

SD
G

s）
」の

関
係

制
度

名

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル

5-
(5

)-
イ

外
国

人
材

の
活

躍
促

進
と受

入
環

境
の

整
備

【関
連

】
○

○
○

○

固
有

課
題

―
跡

地
利

用
推

進
法

の
延

長
及

び
改

正
○

○
○

○
○

○

―
沖

縄
振

興
開

発
金

融
公

庫
の

存
続

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

２
　駐

留
軍

用
地

跡
地

の
有

効
利

用
に

よ
る

県
土

構
造

の
再

編

５
　固

有
課

題
克

服
の

た
め

の
行

財
政

シ
ス

テ
ム

の
強

化
・拡

充
と地

域
主

体
の

政
策

推
進
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1.2 1.5 1.b
4.1 4.3 4.7 4.a
5.1 5.2 5.5
8.2 8.3 8.5 8.9
10.2 10.3
12.3 12.4 12.5 12.8 12.b
1.2 1.5 1.b
2.1 2.4
3.3 3.8 3.9
4.1 4.3 4.7 4.a

Ｐ１－③ 地域への誇り（しまくとぅばの普及・推進等）と夢・目標
をもてる学びの確保、教育の充実 4.1 4.3 4.7 4.a

2.1 2.4
8.2 8.3 8.5 8.9
9.1 9.4 9.5
11.2 11.4 11.a 11.b
12.3 12.4 12.5 12.8 12.b
14.1 14.2 14.7 14.a
15.1 15.2 15.4 15.5 15.8
8.2 8.3 8.5 8.9
9.1 9.4 9.5
17.6 17.9 17.16 17.17
6.3 6.5 6.6 6.a
7.1 7.2
9.1 9.4 9.5
11.2 11.4 11.a 11.b
13.1 13.3
6.3 6.5 6.6 6.a
11.2 11.4 11.a 11.b
12.3 12.4 12.5 12.8 12.b
13.1 13.3
14.1 14.2 14.7 14.a
15.1 15.2 15.4 15.5 15.8
3.3 3.8 3.9
11.2 11.4 11.a 11.b
16.1 16.2 16.6 16.7 16.10 16.b
5.1 5.2 5.5
10.2 10.3
16.1 16.2 16.6 16.7 16.10 16.b
10.2 10.3
16.1 16.2 16.6 16.7 16.10 16.b
17.6 17.9 17.16 17.17

Ｐ５－⑪ 地域・世代・分野・文化等を超えた多様な交流と連携の
創出 17.6 17.9 17.16 17.17

3.3 3.8 3.9
4.1 4.3 4.7 4.a
6.3 6.5 6.6 6.a
7.1 7.2
9.1 9.4 9.5
14.1 14.2 14.7 14.a
17.6 17.9 17.16 17.17

４　「SDGsに関する万国津梁会議　最終報告」SDGs実施方針（案）に基づく優先課題

Ｐ１－①

沖縄らしいSDGsの優先課題

Ｐ１－②

気候変動に適応する強靱なインフラと交通網の整備

優先課題に関連するSDGsのターゲット

性の多様性（LGBT等）、障がいの有無、国籍など、
互いの違いを認め合い、一人ひとりが大切にされ、あらゆ
る場所で活躍できる社会の実現（多様性の尊重、個
人の尊厳）

医療・福祉の充実、健康長寿と生きがい、子どもを貧困
から守る子育てしやすい暮らし

基幹産業として持続可能で責任ある観光（サステナブ
ル／レスポンシブルツーリズム）の推進、観光との連携・
相乗効果等も活用した産業振興（農林水産業におけ
るブランド化等）、県経済の基盤となる安定的な雇用

日本とアジア・太平洋の架け橋となる物流・情報・金融の
拠点

Ｐ４－⑨

Ｐ５－⑩

Ｐ５－⑫

Ｐ２ー④

Ｐ２ー⑤

Ｐ２－⑥

Ｐ３－⑦

Ｐ４－⑧

多様な生物・生態系や自然遺産を含む自然に囲まれた
環境の保全、エコアイランドの実現、自然と調和したライ
フスタイル

基地から派生する諸問題の解決の促進、平和を希求す
る沖縄として世界平和への貢献・発信

共助・共創型の安全・安心な社会の実現

ユイマール（相互扶助）の継承、人の和・地域の和

世界の島しょ地域における技術・経験の共有と国際貢
献・グローバル・パートナーシップ
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ア 社会生活における資源循環の推進

イ 脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進

ウ 新たな島しょ型モビリティの導入

エ 環境と共生するまちづくりの推進

ア 生物多様性の保全・継承

イ 水域・陸域・大気・土壌環境の保全・再生

ウ 多様な主体による環境活動と環境教育及び環境人材育
成・確保の推進

ア 海洋環境の保全及び利活用

イ 国際的な海洋空間の保全及び適正利用

ウ 陸からの汚濁負荷の低減

ア 沖縄文化の継承・発展・普及

イ 沖縄文化の担い手の育成

ウ 沖縄空手の保存・継承・発展

エ 文化産業の振興

オ 文化芸術を支える環境づくり

ア 首里城の復興

イ 沖縄の歴史と景観に配慮した空間の創出

５　新たな振興計画（骨子案）施策体系図

⑸
悠久の歴史や伝統文化に育まれた
魅力ある空間と風土の形成

⑶ 持続可能な海洋共生社会の形成

⑷ 沖縄文化の継承・創造と更なる発展

⑴ 世界に誇れる環境モデル地域の形成

自然環境の保全・再生・継承及び持
続可能な利用

⑵

　将来像 １　沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

　【基本施策（5）】 　【施策展開（17）】
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ア 子どもの貧困の解消に向けた取組の強化

イ 子育て支援の充実

ウ 子ども・若者の育成支援

エ 要保護児童等や児童虐待に対する取組の強化

ア 健康・長寿おきなわの復活

イ 医療提供体制の充実・高度化

ウ 救急医療、災害医療、離島・へき地医療提供体制の
確保・充実

エ 医療従事者の確保と資質向上

オ 感染症に備えた保健衛生、医療提供体制の拡充・強化

カ 保健衛生の推進

ア 高齢者が生き生きと暮らせる地域づくり

イ 障害のある人が活動できる地域づくり

ウ 日常生活を支える福祉サービスの向上

ア ジェンダー平等の実現と性の多様性の尊重

イ 地域コミュニティーの活動支援

ア 計画的な生活基盤の整備

イ デジタル化・オンライン化の促進

ア 人流・物流・情報流に係るコスト低減

イ 安全・安心な生活を支えるインフラの整備

ウ 公平で良質な医療・福祉サービスの確保

エ 離島を結び、支えるシームレスな交通体系の構築

ア 危機管理体制の強化

イ 大規模災害等に備えた強くしなやかな県土づくりの推進

ウ 安全・安心に暮らせる地域づくり

ア 米軍基地から派生する諸問題の解決に向けた対応

イ 残された戦後処理問題の解決

⑵
健やかな暮らしと安心を支える充実
した医療提供体制の確保

　将来像 ２　心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

　【基本施策（8）】 　【施策展開（26）】

⑴
誰もが安心して子育てができる環境づ
くり

⑶
高齢者・障害者等を支える福祉
サービスとセーフティネットの充実

⑷
格差が生まれにくい共助・共創社会の
実現

⑸
安全・安心・快適に暮らせる生活基盤
の充実・強化

⑹
離島における安全・安心の確保と魅力
ある生活環境の創出

⑺
あらゆるリスクに対応する安全・安心な
島づくり

⑻
米軍基地から派生する諸問題及び戦
後処理問題の解決
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ア 全産業における労働生産性の向上

イ 中小企業等の経営基盤の強化による「稼ぐ力」の向上

ウ 地域・産業間連携による「稼ぐ力」の向上

ア 「新しい生活様式」における安全・安心で快適な観光の推進

イ SDGsに適応する観光ブランド力の強化

ウ 多彩かつ質の高い観光の推進

エ 質の高いサービスを提供できる観光人材の育成・確保

オ デジタルトランスフォーメーションによる沖縄観光の変革

カ マリンタウンMICEエリアの形成を核とした戦略的なMICEの振興

キ 世界に開かれたスポーツアイランドの形成

ア 戦略的なビジネス展開の促進

イ 国際情報通信ハブ形成の加速化

ウ 多様なニーズに対応できる情報系人材の育成・交流・確保

ア シー・アンド・エアなど多様な国際物流ネットワークの強化と物
流コスト低減

イ 臨空・臨港型産業の集積促進

ウ 県内事業者の海外展開促進とビジネス交流拠点の形成

ア 沖縄科学技術大学院大学等を核としたイノベーション・エコシ
ステムの構築

イ 科学技術を担う人材の育成・活用・確保

ウ バイオテクノロジーを活用した産業化の促進

ア スタートアップの促進

イ SDGsに資するビジネス展開の促進

ウ 沖縄のソフトパワーを生かした新事業・新産業の創出

エ 金融関連産業の集積促進

オ 海洋を活用した新たな産業の創出に向けた取組

ア おきなわブランドの確立と生産供給体制の強化

イ 県産農林水産物の安全と消費者信頼の確保

ウ 多様なニーズに対応するフードバリューチェーンの強化

エ 農林水産業の担い手の育成・確保と収益力の強化

オ 農林水産業のイノベーション創出及び技術開発の推進

カ 成長産業化の土台となる農林水産業の基盤整備

キ 魅力と活力ある農山漁村地域の振興

ア 多様なものづくり産業の振興

イ 県産品の売上げ拡大促進

ウ 建設産業の持続可能な発展

ア 離島ごとの環境・特性を生かした農林水産業の振興

イ 地域資源を活用した特産品の振興

ウ 持続可能で高品位な離島観光の振興

ア 雇用機会の確保と多様な人材の活躍促進

イ 多様な働き方の促進と働きやすい環境づくり

ウ 若年者の活躍促進

ア 次世代の通信環境に対応した情報通信基盤の整備

イ 世界水準の拠点空港等の整備

ウ 経済成長を加速させる拠点港湾機能やネットワーク機能の強
化拡充

エ シームレスな陸上交通体系の整備

⑽
誰もが安心して働ける環境づくりと
多様な人材の活躍促進

⑵
世界から選ばれる持続可能な観光地
の形成と沖縄観光の変革

　将来像 ３　希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

　【基本施策（11）】 　【施策展開（44）】

⑴
県民所得の着実な向上につながる企
業の「稼ぐ力」の強化

⑾
自立型経済の構築に向けた社会基盤
の高度化とネットワークの形成

⑶
リゾテックおきなわの推進による情報通信
関連産業の高度化・高付加価値化

⑷
アジアのダイナミズムを取り込む国際物流
拠点の形成と臨空・臨港型産業の集積

⑸
科学技術イノベーションの創出と次世
代を担う持続可能な産業振興

⑺
亜熱帯・海洋性気候を生かした持続
可能な農林水産業の振興

⑻
地域を支える第二次産業と県産品の
振興

⑼
島々の資源・魅力を生かし、潜在力を
引き出す産業振興

⑹
沖縄の優位性や潜在力を生かした新
たな産業の創出
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ア アジア・太平洋地域の平和拠点の形成

イ 沖縄戦の実相・教訓の次世代継承

ア 交流基盤としてのウチナーネットワークの継承・発展

イ 多文化共生社会の構築

ウ 多元的な交流の推進

ア 多様な分野における国際協力・貢献活動の推進

イ 国際的な災害協力の推進

ア 離島・本島間の交流の促進

イ 離島の定住・関係人口の創出・拡大

ア 地域活動・体験活動への参加

イ 子どもたちの健やかな育みに向けた地域全体の連携

ア 確かな学力を身に付ける学校教育の充実

イ 心豊かで健全な青少年の育成

ウ 健やかな体を育む学校教育の充実

エ 大きな夢と目標を抱く教育の推進

オ 時代の変化に対応する魅力ある学校づくりの推進

ア 先端的知識・技能を習得するための基盤教育の推進

イ 高等教育、戦略的な産業人材の育成

ウ 産業を支える多様な職業能力の育成・開発

エ 医療・福祉など地域の安心を支える人材の育成

ア 学びと生きがいを支える多様な生涯学習環境の実現

イ 誰もが参加できる地域スポーツ環境の充実

ア 離島における公平な教育機会の確保と学習環境の充実

イ 離島地域の活性化と持続可能な発展を担う多様な人材の
育成・確保

⑸
離島地域の教育環境の充実とコミュニティ
を支える多様な人材の育成・確保

⑵ 「生きる力」を育む学校教育の充実

⑶
「働く力」を引き出し、伸ばす人材育成
の推進

⑷
生涯を通じての学びと生きがいを支え
る環境づくり

　将来像 ５　多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

　【基本施策（5）】 　【施策展開（15）】

⑴
地域を尊び、郷土への愛着と誇りを持
つ健全な青少年の育成

⑶
世界の島しょ地域等との国際協力活
動と国際的課題への貢献

⑷
離島を核とする交流の活性化と定住・
関係人口の創出

　将来像 ４　世界に開かれた交流と共生の島を目指して

　【基本施策（4）】 　【施策展開（9）】

⑴
アジア・太平洋地域の平和構築に貢
献する地域協力外交の展開

⑵
沖縄を結び目とするグローバルな交流
ネットワークの形成

262


